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計画された事業は概ね良好に実施されており、また、事業目標も全
て達成されており良好なものと評価できる。

（注１）　「事業実施段階」の凡例：　　○・・交付対象年度（計画）　●・・交付対象年度（実施済）　□・・目標年度（計画）　■・・目標年度（実施済）
（注２）　「評価」の区分：　　Ａ・・優良　Ｂ・・良好　　Ｃ・・低調
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１．事業評価の実施

　令和３年度に実施された農山漁村振興交付金（山村活性化対策）の事業について、「農山漁村振興交付金（山村活性化対策）実施要領」（平成30
年３月28日付け29農振第2261号農林水産省農村振興局長通知）の第９の１の（１）の規定に基づき、評価を行ったので、その結果を公表する。

　新型コロナウイルス感染拡大の影響により計画通りの事業執行とはならなかったものの、３年間、天栄村ブランド化推進協議会が主体となり、参画者
の地域活性化に対する意識の醸成を図りながら、国産マカの栽培と新商品の開発、商品を魅せるパッケージデザインの制作に取り組まれるとともに、
ＰＲや消費者ニーズのリサーチの場として展示会に出展し、販路拡大に向けオンライン商談会に参加するなど、工夫を凝らしながら積極的に事業を実
践されており、また、栽培面積や販売額の事業目標についても達成されていることから高く評価できる。今後も引き続き目指す将来像を実現するた
め、ＰＤＣＡサイクルを続けながら、地域農業と地域の活性化に資することを期待する。

３．第三者の意見聴取
　農山漁村振興交付金（山村活性化対策）実施要領の第９の１の（１）の規定に基づき、第三者である天栄村地方創生総合戦略有識者会議委員　桑
名　裕昌氏から評価に当たり意見の聴取を行った。第三者及び意見聴取の概要は以下のとおり。

【第三者】
　天栄村地方創生総合戦略有識者会議委員　桑名　裕昌　氏

【意見聴取の概要】




